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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,7114 3,7193 0,21% 3,31% 3,1210 3,9672

対円 JPY 29,65 29,67 0,07% -2,34% 35,13 27,63

対ユーロ BRL 4,3739 4,3694 -0,10% 1,62% 3,8531 4,6831

対ドル JPY 110,03 110,37 0,31% 0,90% 104,56 113,39

対ユーロ JPY 129,67 129,64 -0,02% -0,76% 124,62 137,50

Index 72.308 72.754 0,62% -14,63% 88.318 71.162

bps 253,90 264,72 4,26% 43,17% 267,50 142,50

% 11,64 11,69 0,43% 16,09% 12,40 9,43

% 7,19 7,15 -0,56% 13,22% 7,88 6,21

% 2,3326 2,3326 0,00% -0,42% 2,3691 1,6959

Index 199,39 200,14 0,38% -1,68% 206,95 187,35

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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ドルレアルスポット相場は依然としてブラジル中銀のスワップ介入頼みの展開となっており、昨日のレアル相場
も１本目の入札（３万枚＝１５億ドル相当）を消化すると徐々にレアル売り圧力が高まり、一時３．７２台後半まで
レアル安が進行した。マーケットでは、仮に昨日の入札が３万枚に留まった場合、先週７日の介入プログラム公
表以降の合計入札額が９２．５億ドルに留まり、残り３営業日で１５２．５億ドルの入札を実施する必要があること
から、１日当たりの入札額を増額する状況に中銀が追い込まれるとの観測が強まっていた（中銀が本当に２４５
億ドルの流動性を供給する意志があるのか、中銀のマーケットとのコミュニケーション方法に疑義が高まってい
た）。そのような状況の中、中銀が追加で３万枚の入札を通知したため、レアルも安心感から一時３．６７台前半
まで上昇。しかし、レアル売り圧力は依然として燻っており、引けにかけては再びレアル売りが優勢に。最終的
に３．７１台後半で取引を終えている。中銀が積極的な介入姿勢を通じて相場のボラティリティを押さえ込むこと
で、来週１９－２０日に予定しているＣＯＰＯＭまで時間を買っている状況であるが、マーケットの一部で 観測
されている利上げという手段を中銀が採用する気配は全く感じられない。Ｇｏｌｄｆａｊｎ中銀総裁はＥｓｔａｄｏ紙との
インタビューに対して、「金融政策を為替の安定化に利用することはない」と改めて強調。今後の介入姿勢に
ついても、「将来について言及することはない」と明示を避けた他、「介入の目的は相場の流動性を高める こ
とで、先週のような混乱を回避することである」との見解を繰り返した。


